
　当
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
は
、
年
間
十
八
団

体
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
お
越
し
い
た
だ
き
、「
歌
謡

シ
ョ
ー
・
舞
踊
・
楽
器
演
奏
」
な
ど
を
披
露
し
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
ご
利
用
者
か
ら
も
「
い
つ
来

る
の
か
待
ち
遠
し
い
」と
大
変
好
評
で
、一
緒
に
歌
っ

た
り
踊
っ
た
り
と
楽
し
い
時
間
を
過
ご
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

　昼
食
は
、
数
品
あ
る
お
か
ず
の
中
の
１
品
を
ご
利

用
者
に
選
ん
で
い
た
だ
く
「
選
択
メ
ニ
ュ
ー
」
を
取

り
入
れ
た
り
、
ひ
な
祭
り
や
敬
老
会
、
ク
リ
ス
マ
ス

な
ど
そ
の
時
期
の
行
事
に
合
わ
せ
た
特
別
メ
ニ
ュ
ー

も
提
供
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
事

業
所
敷
地
内
に
あ
る
農
園
か
ら
収
穫
し
た
野
菜
を

使
っ
て
の
メ
ニ
ュ
ー
も
あ
り
、
皆

様
に
大
変
喜
ば
れ
て
お
り
ま
す
。

　当
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の

見
学
を
希
望
さ
れ
る
方
は
い
つ
で

も
受
付
し
て
お
り
ま
す
の
で
「
一

度
、
見
に
来
て
た
ん
し
ぇ
。」

み
ん
な
明
る
く
元
気
で

 

笑
顔
の
絶
え
な
い

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
す

社会福祉協議会は、住民の皆様の参加と関係機関・団体との協力により
「住みよい福祉のまちづくり」を進める、社会福祉法（第109条）に定められた民間団体です。

横手福祉センター
増田福祉センター
平鹿福祉センター

TEL.33－8668
TEL.45－4848
TEL.24－3283

雄物川福祉センター
大森福祉センター
十文字福祉センター

TEL.56－2072
TEL.26－3274
TEL.42－5858

山 内 福 祉 セ ン タ ー
大 雄 福 祉 セ ン タ ー
特別養護老人ホーム平寿苑

TEL.53－3009
TEL.52－3311
TEL.38－7011

特別養護老人ホーム雄水苑
特別養護老人ホーム憩寿園
横手市くらしの相談窓口

TEL.22－4561
TEL.42－2510
TEL.32－6101

■横手市社会福祉協議会本部 TEL.36－5377 （市外局番 0182）

横手市社協だより ●発行●横手市社会福祉協議会　〒013－0072 横手市卸町5番10号　TEL.36－5377　FAX.36－5388
E-mail honbu@yokote-shakyo.jp ホームページ http://www.yokote-shakyo.jp/

地域の輝く
　横手福寿会りんごの里福寿園では、今年の

４月から増田町老人憩いの家において、心身

の健康づくりや生きがいづくり等を目的に、

運動や仲間との団らん等を行う集いの場「つ

どいの和 りんりん」を毎週木曜日に開催し

ています。

　現在は、昨年度までミニデイサービスを利

用していた方が主に参加していますが、参加

者が友達などを誘い合うことで、少しずつ新

しい方も増えてきています。

　普段は、お茶を飲みながらの雑談や近くの

お店への買い物、憩いの家のお風呂に入った

りしていますが、健康体操や折り紙、脳トレ

ゲームなども行っています。時にはトランプ

や花札で皆さん大いに盛り上がっています。

また法人としてリハビリ専門職員や歯科衛生

士などを派遣し、参加者の健康づくりや介護

予防などにつながるよう努めています。

　「りんりん行くべ」と地域の方々が気軽に

立ち寄れる場になるよう、これからも地域の

居場所を支えていきたいと思います。

ふくし

作業療法士による脳トレ体操の様子

12社協だより

社協の
事業所紹介

康寿館指定通所介護事業所
（デイサービスセンター）

みんなが主役！ みんなでつくる 人にやさしいまち横手 横手市社会福祉協議会
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67号
令和元年

月９

この「横手市社協だより」は、社協会費を活用しています

“人材育成に取り組み
働きやすい事業所”と
して認証されました

父ちゃんの楽校と学童保育わんぱく交流会
～シジミの貝殻を使ったストラップづくり～
※みんなの活動ひろば（６P）に記事を掲載しています。

つどいの和 りんりん（輪輪）

ご自宅までお迎え8：00～

健康チェック9：30～

入浴タイム10：00～

昼食タイム12：00～

お昼寝の時間13：00～

歌・体操・運動
レクリエーション14：15～

口腔体操
（ご飯を美味しく食べて頂くためです。）11：30～

お茶の時間・水分補給15：30～

ご自宅までお送り16：45～

康寿館の１日の流れ



　「
住
み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
」
の
公
表

で
知
ら
れ
る
「
東
洋
経
済
新
報
社
」
が

「
世
界
一
、
寄
付
し
な
い
日
本
人
が
損

し
て
い
る
こ
と
」
と
題
し
次
の
よ
う
な

記
事
を
載
せ
て
お
り
ま
す
。（
以
下
、

網
掛
け
部
分
が
そ
の
内
容
の
抜
粋
で

す
。
損
の
部
分
は
投
資
と
の
関
連
で
あ

り
省
き
ま
す
）

　
日
本
人
は
ア
メ
リ
カ
人
に
比
べ
、
寄

付
を
し
ま
せ
ん
。
日
本
人
の
寄
付
の
金

額
は
、
年
間
で
一
人
当
た
り
約
二
千
五

百
円
だ
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。一
方
、

ア
メ
リ
カ
人
の
年
間
平
均
は
、
十
三
万

五
千
円
で
す
。
毎
月
一
万
円
以
上
寄
付

し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
富
裕
層

に
よ
る
大
口
寄
付
も
含
め
て
の
数
字
で

す
が
、
寄
付
し
た
世
帯
は
全
米
の
九
十

五
・
四
％
に
も
上
っ
て
い
ま
す
。
地
域

社
会
を
一
か
ら
作
り
上
げ
た
開
拓
者
た

ち
の
「
自
分
の
こ
と
は
自
分
で
や
る
」

と
い
う
自
主
独
立
の
精
神
が
受
け
継
が

れ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
、
寄
付
に
熱

心
な
理
由
は
こ
の
あ
た
り
に
あ
る
の
で

は
な
い
か
…
と
。

　
更
に
こ
う
評
し
て
お
り
ま
す
。

　
仮
に
一
万
円
を
寄
付
す
る
こ
と
に

な
っ
た
と
し
ま
す
。
た
し
か
に
自
分
の

手
元
か
ら
「
一
万
円
」
は
無
く
な
り
ま

す
。
け
れ
ど
、
寄
付
先
と
の
間
に
共
有

感
が
あ
っ
て
、
心
理
的
に
つ
な
が
っ
て

い
れ
ば
、
一
万
円
札
は
寄
付
先
に
移
動

し
た
だ
け
で
、「
減
っ
て
い
な
い
」
と

と
ら
え
る
こ
と
も
で
き
る
は
ず
で
す
。

と
こ
ろ
が
「
自
分
の
お
金
が
無
く
な
っ

た
」
と
考
え
て
し
ま
う
。
寄
付
よ
り
も

「
と
に
か
く
貯
蓄
が
大
事
」
と
現
金
を

抱
え
て
い
る
の
が
日
本
人
の
気
質
な
の

で
す
。

　
世
界
的
に
見
て
も
「
日
本
人
は
公
共

心
が
な
い
」と
公
表
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

社
会
に
貢
献
し
よ
う
と
い
う
意
識
が
薄

い
と
評
価
さ
れ
て
も
し
か
た
あ
り
ま
せ

ん
…
と
も
。

　
私
た
ち
日
本
人
が
寄
付
に
積
極
的
で

な
い
の
は
「
寄
付
は
し
て
も
何
に
使
わ

れ
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う

考
え
も
あ
る
か
ら
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
一
般
的
な
寄
付
と
は
異
な
る

も
の
の
、
東
日
本
大
震
災
に
は
全
国
で

四
千
四
百
億
円
に
上
る
義
援
金
が
あ
っ

た
と
報
じ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
高
校
野

球
で
甲
子
園
に
出
場
す
る
チ
ー
ム
に
は

億
単
位
の
寄
付
が
集
ま
る
と
言
わ
れ
ま

す
。
悲
喜
共
有
の
典
型
で
し
ょ
う
。
活

動
目
的
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
団
体
、

身
近
な
団
体
に
は
、
そ
れ
な
り
の
理
解

と
支
援
が
な
さ
れ
て
い
る
も
の
と
推
測

さ
れ
ま
す
。

　
本
会
「
社
会
福
祉
協
議
会
」
に
は
、

運
営
す
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
を
は

じ
め
、
見
守
り
活
動
、
い
き
い
き
サ
ロ

ン
、
災
害
へ
の
備
え
等
に
役
立
て
て
ほ

し
い
と
多
く
の
方
々
か
ら
の
善
意
が
寄

せ
ら
れ
て
お
り
、
大
変
あ
り
が
た
く
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
横
手
市

の
規
模
か
ら
す
れ
ば
ま
だ
ま
だ
と
の
感

も
否
め
な
い
と
こ
ろ
で
す
。
本
会
に
限

ら
ず
、
ど
う
い
う
先
、
ど
う
い
う
形
で

も
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
。
そ
れ
ぞ
れ
に

寄
付
を
考
え
、
広
め
、
す
す
め
て
い
け

れ
ば
よ
り
よ
い
社
会
に
つ
な
が
る
と
思

い
ま
す
。

　
身
近
な
事
例
で
す
が
、
私
の
入
会
し

て
い
る
地
元
の
老
人
ク
ラ
ブ
で
個
人
で

ス
マ
イ
ル
ボ
ウ
リ
ン
グ
を
二
セ
ッ
ト
購

入
し
、
練
習
や
ゲ
ー
ム
に
提
供
し
て
い

る
方
が
お
り
ま
す
。
集
落
の
セ
ン
タ
ー

で
年
間
を
通
し
て
多
く
の
皆
さ
ん
が
楽

し
ん
で
お
り
、
本
当
に
あ
り
が
た
く
喜

ん
で
お
り
ま
す
。
ご
本
人
は
「
み
ん
な

が
楽
し
く
、
そ
し
て
自
分
も
楽
し
め
れ

ば
」
と
話
し
て
お
り
、
ま
さ
に
喜
び
の

共
有
な
の
で
す
。

　
と
は
言
え
、寄
付
ど
こ
ろ
で
は
な
い
。

日
々
の
生
活
、老
後
の
こ
と
で
手
一
杯
、

と
い
う
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。で
も
、

そ
の
ほ
ど
の
事
は
無
く
一
定
の
余
裕
の

あ
る
方
も
い
る
は
ず
で
す
。支
え
あ
い
、

助
け
あ
い
と
い
う
の
は
、
そ
う
い
う
事

情
の
異
な
る
方
々
が
、
お
互
い
手
を
差

し
伸
べ
た
り
、
世
話
に
な
っ
た
り
す
る

こ
と
で
も
あ
り
、
そ
の
た
め
是
非
「
寄

付
」
と
い
う
こ
と
に
目
を
向
け
て
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

２社協だより３ 社協だより

令和元年度 赤い羽根共同募金運動
令和へと

　受け継ぎ　つながる赤い羽根

今年も10月１日より「赤い羽根共同募金運動」が全国一斉にスタートします。
地域のたすけあい活動に皆様のご協力をお願い申し上げます。

　地域を良くするためのプロジェクトへの参加

企業を募集しています。その他、寄付つき自動

販売機や通年設置用募金箱もありますので、詳

しくは横手市共同募金委員会事務局（横手市社

会福祉協議会内　電話 36－5377) にお問い合わ

せください。

※今年度の募金の使いみちなどは、横手市共同募金委員会発行の「よこて赤い羽根だより」でご確認ください。

令和元年10月１日～12月31日運動期間

募金の種類
各ご家庭からの戸別募金、イベント会場でのイベント募金、スーパー店頭など

での街頭募金、企業からの法人募金、職場や学校からの職域・学校募金など

　「募
金
百
貨
店
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
は
、
企
業
が
寄
付
つ
き
商
品

や
企
画
を
創
り
、
そ
の
売
り
上
げ
の
一
部
を
募
金
と
し
て
ご
協
力

い
た
だ
く
も
の
で
す
。
商
品
の
購
入
者
は
負
担
な
く
募
金
活

動
に
参
加
で
き
、
企
業
は
社
会
貢
献
に
つ
な
が
り
、
そ
の
募

金
は
地
域
の
福
祉
に
つ
な
が
る
と
い
う
〝
三
方
よ
し
〞
の

取
り
組
み
で
す
。

年
間
を
通
し
た

募
金
活
動
も
あ
り
ま
す
！

募
金
百
貨
店
プ
♡
ジ
ェ
ク
ト

企　業　名 企　 画　 名 商品・募金内容

㈱アートピアササキ 誰かのためになる看板 イベント等で使用する立・横看板
や横断幕で１㎡につき１円を寄付

秋田ゼロックス㈱
横手営業所 DocuWorks募金 「DocuWorks」のライセンス販売

実績１件につき100円を寄付

㈲新山食品加工場 ～発酵のまち横手市から～
こだわりの『甘酒』

“あめこうじ”と水だけで作った
「甘酒」１個につき１円を寄付

（医）興生会 就労支援
センターグリーン カフェラテ募金 ふれあい喫茶「くつろぎ」のカフェ

ラテ１杯につき10円を寄付

㈲トータルホケン
いでは

「いでは」に加入すると
横手市がよくなる自動車保険

自動車保険の新規または更新加入
１件につき10円を寄付

㈲樹 「樹」から足袋であったか募金 きねや足袋「百合」１足につき
100円を寄付

㈲オレンジフード こころもあったか
ナポリタン募金

「天々」のナポリタン１皿につき
５円を寄付

白洋舎クリーニング 羽毛布団で心も体も
あったか募金

羽毛布団のクリーニング１枚につ
き100円を寄付

レ・メエル秋田㈲ レ・メエル メルメルで良く聞こえる補聴器、
レ・メエル メルメルで良く見えるメガネ

補聴器やシール貼付商品売上額の
1.8％を寄付

優勝軒横手店 地域に元気と活力届ける
ラーメン募金 麺類１杯につき１円を寄付

㈱松與会館 レディース会席 レディース会席お一人様ご利用に
つき10円を寄付

㈲柏谷印刷 幸せ“うつす”印刷募金 各種封筒や各機関広報誌売上額の
１％を寄付

参加企業と企画・商品 （順不同・敬称略）

令和元年９月１日現在

参
加
企
業

募
集
中
！

「
寄
付
」

　ご
一
考
を 

横
手
市
社
会
福
祉
協
議
会

会

　長

佐
々
木

　義

　広

会

　長
　佐
々
木

　義

　広
（
大
雄
）

副
会
長

　多
賀
糸

　敏

　雄
（
横
手
）

　守

　屋

　桑

　悦
（
大
森
）

　小

　野

　タ
ヅ
子
（
平
鹿
）

常
務
理
事

　佐

　藤

　正

　弘
（
横
手
）

理

　事
　近

　江

　千
鶴
子
（
横
手
）

　齊

　藤

　純

　子
（
横
手
）

　石

　田

　
　
　正
（
増
田
）

　武

　藤

　吉

　克
（
平
鹿
）

　小

　野

　重

　春
（
雄
物
川
）

　柴

　田

　清

　治
（
雄
物
川
）

　佐

　藤

　誠

　輝
（
十
文
字
）

　千

　田

　順

　郎
（
十
文
字
）

　高

　橋

　
　
　守
（
山
内
）

　渡

　部

　
　
　勝

　
　
　
　
　

 

（
雄
水
苑
施
設
長
） 

監

　事
　堀

　江

　光

　雄
（
横
手
）

　佐
々
木

　隆

　美
（
平
鹿
）

　佐

　藤

　
　
　忠
（
十
文
字
）

理
事
・
監
事

◆
任
　
期

　
令
和
元
年
６
月
25
日
〜

　
令
和
３
年
６
月
に
開
催
す
る

定
時
評
議
員
会
の
終
結
の
時

ま
で

菅

　原

　多
一
郎
（
横
手
）

谷

　川

　都

　子
（
横
手
）

滝

　
　
　順

　子
（
横
手
）

松

　井

　亮

　一
（
横
手
）

渡

　邊

　健

　子
（
横
手
）

天

　童

　順

　子
（
増
田
）

石

　川

　久
仁
子
（
増
田
）

片

　倉

　由
美
子
（
増
田
）

佐

　藤

　芳

　知
（
平
鹿
）

大
和
谷

　道

　子
（
平
鹿
）

田

　代

　繁

　人
（
平
鹿
）

佐
々
木

　
　
　司
（
雄
物
川
）

小

　西

　
　
　茂
（
雄
物
川
）

東
海
林

　隆

　介
（
雄
物
川
）

岡

　固

　
　
　毅
（
雄
物
川
）

大

　沼

　ワ
カ
子
（
大
森
）

嵐

　田

　良

　子
（
大
森
）

高

　村

　正

　友
（
大
森
）

近

　
　
　成

　一
（
十
文
字
）

石

　垣

　節

　子
（
十
文
字
）

佐

　藤

　克

　己
（
十
文
字
）

加

　藤

　ヨ
ウ
子
（
十
文
字
）

石

　沢

　達

　雄
（
山
内
）

藤

　原

　秀

　夫
（
山
内
）

髙

　橋

　弘

　子
（
山
内
）

永

　瀬

　吉

　之
（
大
雄
）

佐
々
木

　
　
　廣
（
大
雄
）

菅

　
　
　篤

　司
（
大
雄
）

評
議
員

◆
任
　
期

　
平
成
29
年
４
月
１
日
〜

令
和
３
年
６
月
に
開
催

す
る
定
時
評
議
員
会
の

終
結
の
時
ま
で

新
体
制

横
手
市
社
会
福
祉
協
議
会

本
会
役
員
の
改
選
が
行
わ
れ
、新
体
制
と
な
り
ま
し
た
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●募金運動実績（戸別・街頭募金実績など）
14,185,983円

●寄付つき自動販売機実績（６台設置）
48,481円

●募金百貨店プロジェクト実績
　　（６企業…㈱松與会館、㈲柏谷印刷、㈲新
山食品加工場、（医）興生会 就労支援セン
ターグリーン、優勝軒横手店、秋田ゼロッ
クス㈱横手営業所）　　　 140,247円

●平成30年２～３月の募金実績
56,414円

●その他の募金実績　　　　　　5,000円

平成30年度 赤い羽根共同募金実績
（平成30年４月～平成31年１月までの実績）

募金実績

横手市内の募金実績 14,436,125円

※２～３月に寄せられた募金は、翌年度実績となります。

　昨
年
度
寄
せ
ら
れ
た
募

金
は
市
内
の
福
祉
団
体
や

社
会
福
祉
協
議
会
に
配
分

さ
れ
、
今
年
度
実
施
す
る

福
祉
活
動
の
活
動
費
と
し

て
次
の
と
お
り
使
わ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

福祉団体などが行う
福祉活動を応援するために
福祉活動応援事業に申請し、審査によって
配分が決定した団体・活動

　
障
が
い
者
や
高
齢
者
を
対
象

と
し
た
園
芸
・
ク
ラ
フ
ト
活
動

の
材
料
費
な
ど

50,000円

よ
こ
て
園
芸
療
法
の
会

庭
じ
か
ん

10,000円

　
高
齢
者
福
祉
施
設
等
で
の
交
流

活
動
を
行
う
た
め
の
用
具
代
、
歌

詞
カ
ー
ド
印
刷
代
な
ど

ア
ン
ダ
ン
テ
の
会

30,000円

　
子
ど
も
た
ち
の
体
験
・
遊
び
の

場
「
か
え
っ
こ
バ
ザ
ー
ル
」
の
材

料
費
や
講
師
謝
礼
な
ど

横
手
お
や
こ
劇
場

50,000円

　
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
で
使

用
す
る
楽
譜
・
譜
面
台
用
ラ
イ
ト

の
購
入
費
な
ど

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
リ
ベ
ラ

　
今
年
五
月
に
「
か
え
っ
こ
バ
ザ
ー
ル
」
を
開
催
し
た

横
手
お
や
こ
劇
場
さ
ん
よ
り
、
寄
付
者
の
皆
様
へ
「
あ

り
が
と
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
が
届
き
ま
し
た
。

　
今
回
で
七
回
目
の
開
催
で
し
た

が
、
募
金
の
お
か
げ
で
外
部
講
師
を

四
名
迎
え
る
こ
と
が
で
き
、
楽
し
い

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
場
を
創
り
出
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
取
り
組

み
は
、
子
ど
も
た
ち
が
地
域
社
会
の

中
で
人
と
関
わ
っ
た
り
、
何
か
を
作

る
こ
と
を
楽
し
ん
だ
り
、
仕
事
を
し

た
り
と
色
々
な
可
能
性
を
秘
め
た
イ

ベ
ン
ト
で
あ
り
、
今
後
も
続
け
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
度
は
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
高
齢
者
世
帯
等
を
対
象
と
し

た
除
雪
活
動
で
使
用
す
る
除
雪

機
の
リ
ー
ス
代
、
燃
料
費
な
ど

40,000円

船
沼
除
雪
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織

　
単
身
高
齢
者
や
高
齢
者
福
祉

施
設
入
居
者
へ
ハ
ガ
キ
を
送
る

活
動
の
ハ
ガ
キ
代

平
鹿
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
湧
水
会

30,000円

　
子
ど
も
た
ち
の
食
育
を
目
的

と
し
た
料
理
教
室
の
食
材
料

費
、
会
場
使
用
料
な
ど

Ｎ
Ｐ
Ｏ
虹
の
会

50,000円

　
点
字
広
報
紙
等
を
作
成
す
る

た
め
の
点
訳
用
パ
ソ
コ
ン
・
ソ

フ
ト
の
購
入
費
な
ど

六

星

会

50,000円

　
学
校
等
で
の
昔
語
り
や

イ
ベ
ン
ト
を
行
う
た
め
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
費
、

会
場
使
用
料
な
ど

横
手
ふ
る
さ
と

語
り
の
会 

と
っ
ぴ
ん
ぱ
ら
り
の
プ
ー

50,000円

　
芸
能
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
等
作
成
費
、
会
場

看
板
代
な
ど

横
手
地
区

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

連
絡
協
議
会

50,000円

　
学
校
や
図
書
館
な

ど
で
の
読
み
聞
か
せ

で
使
用
す
る
大
型
絵

本
の
購
入
費

お
は
な
し

ぽ
ぽ
ポ

50,000円

　
傾
聴
サ
ロ
ン
を
開

催
す
る
た
め
の
参
加

者
茶
菓
子
代
、
ス

タ
ッ
フ
用
Ｔ
シ
ャ
ツ

購
入
費
な
ど

40,000円

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

あ
す
な
ろ

社会福祉協議会が行う福祉の
まちづくりに向けた活動

地域住民やボランティアなどが主体と
なった交流の場づくり

地域福祉の担い手育成を目的とした
福祉教育の取り組み

 

サ
ロ
ン
活
動
助
成
金
（
通
年
：

１
３
６
サ
ロ
ン
×
上
限
６
万

円
、
お
試
し
：
６
サ
ロ
ン
×
上

限
５
千
円)

、
サ
ロ
ン
世
話
人

会
議
や
研
修
会
開
催
経
費
な
ど

い
き
い
き
サ
ロ
ン
事
業6,991,125円

　
会
場
使
用
料
、
イ
ベ
ン

ト
等
講
師
謝
礼
、
参
加
者

お
茶
菓
子
代
な
ど

ふ
ら
っ
と
カ
フ
ェ
事
業

83,000円

　
推
進
校
活
動
助
成
金
（
二
十
四
校
×

上
限
４
万
円
）、
通
知
郵
送
代
な
ど

福
祉
教
育
活
動
推
進
校
支
援
事
業

976,000円

　
疑
似
体
験
用

ア
イ
マ
ス
ク
等

購
入
費

福
祉

出
前
事
業

3,000円

　市内の福祉活動のほか、他市町村の募金と合
わせて県内の広域的な地域福祉活動や課題解決
に向けたプロジェクト、また災害時の見舞金や
支援金として使わせていただきます。

赤い羽根の募金は
私たちの

地域のために使われています
　平成30年度も多くの皆様にご協力いた
だき、心より感謝申し上げます。昨年度の
募金実績や市内での使いみちについてご紹
介いたします。

おめでとうございます
令和元年度 赤い羽根共同募金運動キャッチコピー
　秋田県共同募金会主催のキャッチコピー募集において、応募
総数1,015点の中から市内中学生の作品が入選しました。

その思い かならずだれかに とどくはず
石田　雄

ゆ

蒼
あ

 さん（増田中学校１年）
優秀賞

募金の使いみち
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父の日の楽しみ会
苑の父たちへ ありがとう

6.15土 /平寿苑

ふれあいサロン事業
みんなで交流しながら健康づくり
6.28金 /十文字西地区交流センター

鹿嶋送り
福祉協力員会地域福祉活動応援事業

7.7日 /大森町末野地区

“さんない生活支えあいたい”情報提供活動
地域の移動手段を考える
7.11木 /山内 李原会館

流しそうめん
夏の風物詩
7.31水 /憩寿園

父ちゃんの楽校と学童保育わんぱくの交流会
世代間交流

7.29月 /学童保育わんぱく

デイサービスで職場体験
めんこい中学生にご利用者の笑顔も満開

8.19月～20火 /康寿館

第61回 手をつなぐ育成会秋田県大会（横手大会）
差別のない本当の共生社会を目指して

8.4日 /横手セントラルホテル

ひ ろ ばみんなの活動

　平寿苑のまごころユニットにおいて期間
限定の“居酒屋 まごころ”を開店しました。
お酒に手作りおつまみ、美人？女将さんの
軽快なトークもあり、皆さん楽しい一時を
過ごしました。

　西地区交流センター主催の「ふれあいサ
ロン事業」で、当会職員が脳トレ体操を行
いました。他にも簡単なゲームなどを住民
同士ふれあいながら行うことで、笑いのた
えない楽しい会となっていました。

　成人男子が鹿嶋様を作り替え、夕方には
子どもたちが家々を練り歩くなど、伝統行
事が住民同士の交流の機会になっています。
昨年度からはサロン活動も始まり、地域内
の絆が益々深まっています。

　小松川いきいきサロンで移動手段に関す
る説明会を行いました。市職員によるデマ
ンド交通利用方法などの説明を聞き、地域
で利用できる移動手段などを考えていただ
く機会になりました。

　連日暑い日が続く中、涼しさを感じても
らえるよう“流しそうめん”を開催しまし
た。ご利用者は流れてくる麺を逃がすまい
と真剣に待ち構えて上手にすくい上げ、夏
の風物詩を楽しみました。

　父ちゃんの楽校が、工作やマジックショ
ーで学童保育の子どもたちと交流しまし
た。マジックショーでは、子どもたちから
の鋭い指摘がありましたが、手に汗握るネ
タもあり、笑いと歓声に包まれました。

　横手北中学校の生徒２名が来所し、職場
体験を行いました。介助のお手伝いやご利
用者と笑顔でコミュニケーションを図りな
がら、積極的な声掛けや細やかな気遣いな
どの大切さを学びました。

　全県から会員や関係者など約400名が来
場され、手をつなぐ育成会秋田県大会が開
催されました。式典やアトラクションのほ
か、障害者差別解消の取組の進め方をテー
マとしたシンポジウムが行われました。
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サロン
で 元気！de

　「
家
で
テ
レ
ビ
を
見
て
い
る
よ
り
も
、

サ
ロ
ン
に
来
て
い
る
ほ
う
が
楽
し
い
」

と
の
声
が
あ
る
よ
う
に
、
果
物
な
ど
を

食
べ
な
が
ら
一
緒
に
季
節
を
感
じ
た

り
、
移
動
販
売
車
で
の
買
い
物
を
楽
し

ん
だ
り
、
と
て
も
に
ぎ
や
か
で
す
。

　
平
成
十
三
年
四
月
か
ら
始
ま
り
、
現

在
は
十
名
ほ
ど
で
開
催
し
て
い
ま
す

が
、
最
近
参
加
し
た
若
い
方
々
か
ら
の

気
遣
い
や
応
援
を
頂
き
な
が
ら
、
健
や

か
に
サ
ロ
ン
を
続
け
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

新

　北

い
き
い
き
サ
ロ
ン

横　手

　
家
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
方
へ
世
話

人
が
積
極
的
に
声
掛
け
を
す
る
な
ど
、

た
く
さ
ん
の
方
に
参
加
し
て
も
ら
え
る

よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
普
段
は
語
ら
い
や
会
館
前
の
花
壇
の

花
植
え
、
農
作
業
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
今
回
は
高
校
生
な
ど
が
聞
き
書

き
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
来
所
し
て
く
れ
ま

し
た
。
小
規
模
で
は
あ
り
ま
す
が
昔
か

ら
の
つ
な
が
り
で
家
族
の
よ
う
な
ゆ
っ

た
り
し
た
雰
囲
気
で
行
わ
れ
、
参
加
者

は
毎
回
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

豊

　前

い
き
い
き
サ
ロ
ン

平　鹿

　
芋
の
子
会
な
ど
の
季
節
を
感
じ
ら
れ

る
行
事
や
参
加
者
が
開
催
を
心
待
ち
に

す
る
よ
う
な
内
容
を
取
り
入
れ
て
活
動

し
て
い
ま
す
。
ま
た
毎
年
社
協
職
員
に

よ
る
講
話
な
ど
を
実
施
し
、
み
ん
な
で

地
域
の
こ
と
を
考
え
る
機
会
を
作
り
、

絆
を
深
め
合
っ
て
い
ま
す
。

　
開
始
か
ら
十
三
年
目
と
な
り
ま
す

が
、
こ
れ
か
ら
も
「
無
理
な
く
・
楽
し

く
・
長
く
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
参
加
者

全
員
で
い
き
い
き
サ
ロ
ン
を
輝
か
せ
続

け
て
い
き
た
い
で
す
。

旭

　町

い
き
い
き
サ
ロ
ン

雄物川

あなたの ～わ
たしの～

身
近
に
あ
る
た
く
さ
ん
の
福
祉
作
品
の

ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

ふくし作品コーナー

善意 令和元年６月１日～令和元年８月15日受付分ありがとうございました

◆小西　任旦様（雄物川・今宿上第一）
◆佐々木範男様（大森・昼川）
◆文美の会様
◆すえひろ歯科医院様

◆熊谷　雅子様（横手・石町）〈花〉
◆油谷　敏和様（平鹿・高野）

〈おむつ他〉
◆雄物川町美容組合様

〈ＢＯＸティッシュ〉
◆ＪＡ秋田ふるさと
　　 女性部大雄支部様〈タオル〉
◆神原　　實様（十文字・西上）

◆鈴木　了子様（横手・上内町）
◆三梨　敦子様（横手・南町）
◆安藤　詔子様（横手・上真山）
◆鈴木由紀子様（平鹿・浅舞）
◆たかはらてるお様

◆伊藤畜産様
◆和泉青果様
◆舘商店様
◆フラサークル

マナマナ＆カプア様
◆十文字民生児童委員

協議会様
◆おはなし大すきの会様
◆民謡と歌謡 髙吉会様
◆横手市勤労者互助会

女性部様
◆傾聴ボランティア

「ひまわり」様
◆よこて市商工会女性部

雄物川地区様

◆とっぴんぱらりのプー様
◆朝友会様
◆大森コーラス蕗様
◆艶歌嘉舞義会様
◆玉川遠州流前田社中様
◆新日本舞踊扇佳流優仙会様
◆かざぐるま様
◆横手歌謡会様
◆梅雄三玄会様
◆混声合唱団横手フィオレンテ様
◆雄物川地域
　　 老人クラブ連合会様 
◆北東北民謡津軽三味線
　　　　　　　 黒澤会様 
◆アンダンテの会様 
◆雄物川高校様
◆大雄環境保全隊様
◆横手囃子保存会 平城支部様
◆コーラス・アイリス様
◆傾聴ボランティアささやき様
◆スーパーモールラッキー様
◆おはなしぽぽポ様
◆朗読ボランティアぬくもり様
◆増田高校様
◆ＪＡ秋田ふるさと青年部様

寄付金など

物　品など

ボランティア・協力団体など

寄付金や物品などをお寄せいただいた皆様、ボランティア活動にお越しいただいた皆様をご紹介しています。
また、寄付金額や物品名は、承諾をいただいた方のみ掲載しています。※順不同

Ｊ
Ａ
秋
田
ふ
る
さ
と
女
性
部
大
雄
支
部
様

よ
り
タ
オ
ル
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た

◉
作
品
種
類
　
絵
、
工
作
、
手
芸
、
写
真
、
川
柳
、
標
語
な
ど

◉
応
募
方
法
　
作
品
と
作
品
へ
の
思
い
や
説
明
、
氏
名
（
ペ

ン
ネ
ー
ム
可
）、連
絡
先
（
電
話
番
号
や
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
な
ど
）
を
記
入
し
て
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

や
ハ
ガ
キ
、e

-
m
ail

で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
※
絵
や
工
作
、
手
芸
な
ど
は
写
真
デ
ー
タ
で

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

◉
応
募
先
　
横
手
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
く
し
作
品
コ
ー
ナ
ー
係

　
　
　
　
　
　
〒
０
１
３

－

０
０
７
２

　
　
　
　
　
　
　
　
秋
田
県
横
手
市
卸
町
５

－

10

　
　
　
　
　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
１
８
２

－

36

－

５
３
８
８

　
　
　
　
　
　e

-
m
ail

：tii
k
i
@
yo
k
ot
e
-
s
h
a
k
yo.j
p

◉
締
切
日
　
令
和
元
年
十
月
三
十
一
日
（
木
）

（
十
二
月
発
行
予
定
）

　テ
ー
マ「
健
康
」

次号

支
え
あ
い

テ
ー
マ

ご
応
募
い
た
だ
い
た
作
品
の
中
か
ら
、川
柳
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

祖
父
母
に
は
い
つ
も
合
わ
せ
て
秋
田
弁

支
え
合
う
先
に
咲
き
た
る
笑
み
の
花

　
今
の
子
ど
も
た
ち
や
若
い
人
た
ち
は
学
校
や
職
場
で
秋
田
弁
を

話
す
機
会
が
少
な
く
な
り
、皆
さ
ん
き
れ
い
な
標
準
語
で
喋
り
ま
す
。

　
な
ん
と
も
言
え
な
い
優
し
く
や
わ
ら
か
い
「
方
言
」
は
気
持
ち

が
緩
み
ま
す
。
わ
が
家
の
孫
た
ち
は
私
に
合
わ
せ
て
秋
田
弁
で
話

し
て
く
れ
る
の
で
幸
せ
に
思
っ
て
い
ま
す
。

　
支
え
ら
れ
て
思
わ
ず
生
ま
れ
る
笑
み
は
感
謝
の
気
持
ち
そ
の
も

の
。
傍
か
ら
見
て
、
そ
れ
は
美
し
い
花
を
見
る
よ
う
で
す
。

ペ
ン
ネ
ー
ム 

木
村
わ
か
め 
さ
ん
／
増
田

淡

　路

　鉄

　夫 

さ
ん
／
横
手
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ふくし掲示板

　市報や議会だより、社協だ
よりを録音や点字冊子にした
“声の広報”または“点字広報”
の利用者を随時募集していま
す。
　声の広報は、プレクストー
クまたはＣＤを自宅へ郵送し
ます。点字広報は社協職員が
自宅へ直接お届けします。
◆対象者／視覚に障がいのあ
る方など
◆作成ボランティア／声の広
報：朗読ボランティア「ま
んさく」の会、点字広報：
六星会
◆問い合わせ／横手福祉セン
ター ☎33－8668

　何かお話しがしたい方や会
場の近くまで来た方など、ふ
ら～っと気軽に立ち寄って誰
でもフラットに語り合える場
を開催しています。
◆期日／①９月26日（木）、
　②10月21日（月）
◆時間／午前10時～午後１時
◆会場／①さかえ館（栄公民
館）、②横手市交流センター
Ｙ2ぷらざ １階 オープンス
ペース
◆内容／語らい、催しなど
◆参加費／無料
◆その他／どなたでも参加で
きるので、都合のつく時間
に自由にお越しください。
◆問い合わせ／本部地域福祉
課 ☎36－5377

　地域の福祉に関する意識の
高揚を図るために、横手市社
会福祉大会を開催いたします。
◆日時／10月24日（木）
　午後１時～午後４時
◆会場／秋田ふるさと村・ド
　ーム劇場
◆内容／式典（表彰、大会宣
言）、アトラクション、福
祉活動実践発表、講演など
◆どなたでも参加できます。
　（入場無料）

　生活困窮世帯などに食品を
お届けするフードドライブ事
業を実施しています。消費期
限が一か月以上先の常温で保
存できる食品がご自宅にあり
ましたら、是非お寄せくださ
い。
◆受付・問い合わせ／最寄り

　の各福祉センターまたは本
　部地域福祉課 ☎36－5377
　まで

　様々な理由で学校や塾など
に行くことができないけれど
も、将来に向けて自主的に勉
強したい児童生徒を募集して
います。
◆支援内容／授業や勉強でわ
からなかったところを質問
形式のマンツーマンで教え
てくれます。
◆日時／毎週土曜日の午後４
時～午後６時
◆会場／横手市中央公民館
　（横手市女性センター）
◆対象者／小学１年生から高
校３年生まで
◆参加費／無料
◆その他／利用には事前の申
し込みが必要です。
◆問い合わせ／本部地域福祉
課 ☎36－5377

声の広報・点字広報の
利用者募集

令和元年度 横手市
社会福祉大会の開催

フードドライブへの
ご協力をお願いします

学びや横手（無料学習支援）の
生徒募集

ふらっとカフェの開催

相談所のお知らせ　　　　　　９～11月

◉無料法律相談所【予約受付：平鹿福祉センター ☎24－3283】
※３日前までに要予約。一人30分まで

▲

９月18日（水）10：00～12：00　大森コミュニティセンター▲

９月30日（月）10：00～12：00　平鹿町ゆとり館▲

10月９日（水）13：00～15：00　Ｙ２ぷらざ▲

10月16日（水）13：30～15：30　十文字町健康福祉センター▲

10月28日（月）10：00～12：00　大雄地域福祉センター▲

11月６日（水）13：00～15：00　Ｙ２ぷらざ▲

11月15日（金）10：00～12：00　増田地域局▲

11月22日（金）10：00～12：00　雄物川在宅介護支援センター

◉無料税務相談所【問合せ：横手福祉センター ☎33－8668】※予約不要▲

10月10日（木）、11月14日（木）9：30～12：00　Ｙ２ぷらざ ３階

　私
は
昭
和
二
十
年
三
月
生
ま
れ
で

す
。
終
戦
間
近
で
す
の
で
戦
時
中
の
状

況
は
分
か
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
戦
後
の

幼
少
期
、
母
親
の
苦
労
と
厳
し
い
生
活

が
断
片
的
に
記
憶
に
残
っ
て
い
る
程
度

で
す
。
父
は
私
が
生
ま
れ
る
前
に
出
兵

し
、
私
が
生
ま
れ
て
い
た
こ
と
も
知
ら

ず
に
戦
死
し
ま
し
た
。
私
は
父
親
の
顔

す
ら
覚
え
て
お
ら
ず
、
終
戦
後
、
母
の

女
手
ひ
と
つ
で
育
て
ら
れ
ま
し
た
。

　令
和
元
年
五
月
、
母
は
私
と
妻
に
看

取
ら
れ
、
眠
る
よ
う
に
息
を
ひ
き
と
り

百
歳
の
生
涯
を
終
え
ま
し
た
。
納
骨
を

済
ま
せ
、
母
の
部
屋
を
整
理
し
て
い
た

と
こ
ろ
、
た
ん
す
の
奥
か
ら
切
れ
か
け

た
封
筒
が
目
に
入
り
、
開
け
て
み
る
と

中
に
一
枚
の
便
箋
が
入
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
れ
は
、
秋
田
県
世
話
部
長
か
ら

の
差
出
で
、
父
の
戦
死
証
明
書
で
し
た
。

内
容
は
「
騎
兵
第
四
十
七
部
隊

　陸
軍

上
等
兵

　昭
和
二
十
年
十
月
十
三
日

　

時
刻
不
詳
、
中
華
民
国
山
東
省
官
橋
に

お
い
て
、
マ
ラ
リ
ヤ
罹
患
に
よ
り
、
戦

病
死
し
た
る
こ
と
を
証
明
す
」
と
書
か

れ
て
お
り
ま
し
た
。
渡
さ
れ
た
後
、
母

は
人
目
に
ふ
れ
ぬ
よ
う
大
事
に
保
管
し

て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
生
前
、
母
か

ら
父
の
遺
骨
は
帰
ら
な
か
っ
た
と
聞
い

て
お
り
ま
す
。
戦
後
、
ひ
た
す
ら
父
の

帰
り
を
待
ち
続
け
た
母
に
届
い
た
の
は

こ
の
紙
切
れ
一
枚
だ
け
だ
っ
た
よ
う
で

す
。
当
時
、
夫
を
亡
く
し
た
母
の
心
情

を
察
し
ま
す
と
、
ど
れ
だ
け
の
シ
ョ
ッ

ク
だ
っ
た
か
計
り
知
れ
ま
せ
ん
。
あ
ま

り
に
も
理
不
尽
な
こ
の
大
戦
の
結
果
を

こ
の
紙
切
れ
一
枚
で
済
ま
せ
た
戦
争
と

は
何
で
あ
っ
た
か
、
私
に
は
疑
問
と
憤

り
を
覚
え
る
思
い
で
す
。

　私
の
記
憶
で
は
小
学
生
の
昭
和
二
十

七
年
頃
か
ら
、
高
校
卒
業
ま
で
の
約
十

二
年
間
、
増
田
町
の
母
子
寮
に
入
り
暮

ら
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
名
の
と
お
り

私
と
同
じ
境
遇
で
父
親
が
い
な
く
、
母

と
子
ど
も
だ
け
の
家
庭
で
四
畳
半
一
部

屋
二
十
世
帯
ほ
ど
で
暮
ら
し
て
お
り
ま

し
た
。

　ほ
と
ん
ど
の
母
親
は
朝
か
ら
仕
事
に

出
か
け
、
夕
方
に
帰
っ
て
来
る
ま
で
、

日
中
は
寮
母
さ
ん
と
一
人
の
職
員
が
幼

い
子
ど
も
た
ち
の
世
話
を
し
て
く
れ
ま

し
た
。
寮
に
入
っ
て
い
る
ど
の
子
ど
も

た
ち
も
家
族
同
様
の
生
活
で
し
た
。

　そ
の
当
時
、
母
は
暮
ら
し
を
支
え
る

た
め
、
行
商
を
し
て
お
り
ま
し
た
。
朝

早
く
仕
入
先
に
出
か
け
、
重
た
い
荷
物

を
背
負
い
毎
日
、
気
が
遠
く
な
る
よ
う

な
長
い
道
の
り
を
歩
き
、
一
軒
、
一
軒

訪
ね
売
っ
て
い
た
と
記
憶
し
て
お
り
ま

す
。
さ
ら
に
そ
の
当
時
は
舗
装
さ
れ
た

道
路
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
そ
の
苦
労
は

計
り
知
れ
な
い
も
の
で
し
た
。
苦
労
し

た
割
に
は
売
り
上
げ
は
少
な
く
、
仕
入

金
を
払
う
と
生
活
し
て
い
く
の
に
や
っ

と
の
毎
日
だ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　今
で
も
思
い
出
す
の
は
、
母
子
寮
近

く
の
小
さ
な
駄
菓
子
店
で
す
。
私
は
母

か
ら
お
小
遣
い
を
も
ら
っ
た
こ
と
は
な

く
、
母
は
毎
日
、
行
商
へ
行
く
前
に
お

や
つ
を
買
い
、
学
校
帰
り
に
私
に
渡
す

よ
う
に
店
の
人
に
頼
ん
で
い
た
よ
う
で

す
。
今
思
え
ば
厳
し
さ
が
あ
り
ま
し
た

が
母
の
や
さ
し
い
一
面
が
あ
っ
た
よ
う

に
思
わ
れ
ま
す
。

　戦
争
で
早
く
か
ら
夫
を
亡
く
し
、
つ

ら
い
時
期
も
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
楽

し
み
も
少
な
く
ひ
た
す
ら
私
を
育
て
あ

げ
る
た
め
、
厳
し
い
時
代
を
生
き
抜
い

た
人
生
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　母
は
、
大
正
・
昭
和
・
平
成
そ
し
て

令
和
と
生
き
抜
い
て
百
歳
の
長
寿
を
全

う
し
ま
し
た
。
母
の
晩
年
は
、
私
と
妻

と
の
長
期
間
の
介
護
生
活
で
も
あ
り
ま

し
た
。
特
に
二
年
前
か
ら
寝
た
き
り
と

な
り
、大
変
な
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、

母
の
苦
労
に
報
い
、
少
し
は
親
孝
行
出

来
た
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　父
を
戦
争
で
亡
く
し
、
戦
後
の
母
親

の
苦
労
を
見
て
今
思
う
こ
と
は
、
戦
争

は
起
こ
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
理
由
は

ど
う
あ
れ
許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
何
の
関
係
も
無
い
人
を
巻
き
添

え
に
し
、多
数
の
犠
牲
者
を
出
し
ま
す
。

そ
し
て
、
残
さ
れ
た
家
族
の
将
来
も
不

幸
に
落
と
し
入
れ
ま
す
。

　今
後
、
私
た
ち
遺
族
会
員
の
年
齢
も

ま
す
ま
す
高
齢
化
し
、
会
員
の
減
少
は

ま
ぬ
が
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
も
再

び
過
ち
を
繰
り
返
す
こ
と
が
な
い
よ
う

戦
争
の
悲
惨
さ
を
訴
え
続
け
、
風
化
さ

せ
な
い
た
め
に
も
子
、
孫
た
ち
の
後
世

に
伝
え
る
こ
と
が
私
た
ち
会
員
の
責
務

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　そ
れ
が
私
の
今
亡
き
父
親
、
母
親
そ

し
て
先
の
大
戦
で
犠
牲
と
な
っ
た
先
人

た
ち
へ
の
供
養
に
な
る
も
の
と
信
じ

て
、
私
の
発
表
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

戦
後
の
母
、
私
の
生
い
立
ち

佐

　藤

　勝

　行

　七
月
に
横
手
市
が
主
催
し
た
「
横
手
市
戦
没
者
追
悼
式
」
に
お
い
て
、
横
手
市
遺
族
連

合
会
増
田
支
部
の
佐
藤
勝
行
さ
ん
（
増
田
）
が
戦
後
の
体
験
談
を
発
表
し
ま
し
た
。

　令
和
と
い
う
新
し
い
時
代
を
迎
え
、末
永
い
平
和
が
続
く
よ
う
祈
念
し
ご
紹
介
し
ま
す
。

社会福祉協議会では、横手市遺族連合会及び各支部の事務局を担っています。



　当
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
は
、
年
間
十
八
団

体
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
お
越
し
い
た
だ
き
、「
歌
謡

シ
ョ
ー
・
舞
踊
・
楽
器
演
奏
」
な
ど
を
披
露
し
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
ご
利
用
者
か
ら
も
「
い
つ
来

る
の
か
待
ち
遠
し
い
」と
大
変
好
評
で
、一
緒
に
歌
っ

た
り
踊
っ
た
り
と
楽
し
い
時
間
を
過
ご
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

　昼
食
は
、
数
品
あ
る
お
か
ず
の
中
の
１
品
を
ご
利

用
者
に
選
ん
で
い
た
だ
く
「
選
択
メ
ニ
ュ
ー
」
を
取

り
入
れ
た
り
、
ひ
な
祭
り
や
敬
老
会
、
ク
リ
ス
マ
ス

な
ど
そ
の
時
期
の
行
事
に
合
わ
せ
た
特
別
メ
ニ
ュ
ー

も
提
供
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
事

業
所
敷
地
内
に
あ
る
農
園
か
ら
収
穫
し
た
野
菜
を

使
っ
て
の
メ
ニ
ュ
ー
も
あ
り
、
皆

様
に
大
変
喜
ば
れ
て
お
り
ま
す
。

　当
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の

見
学
を
希
望
さ
れ
る
方
は
い
つ
で

も
受
付
し
て
お
り
ま
す
の
で
「
一

度
、
見
に
来
て
た
ん
し
ぇ
。」

み
ん
な
明
る
く
元
気
で

 

笑
顔
の
絶
え
な
い

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
す

社会福祉協議会は、住民の皆様の参加と関係機関・団体との協力により
「住みよい福祉のまちづくり」を進める、社会福祉法（第109条）に定められた民間団体です。

横手福祉センター
増田福祉センター
平鹿福祉センター

TEL.33－8668
TEL.45－4848
TEL.24－3283

雄物川福祉センター
大森福祉センター
十文字福祉センター

TEL.56－2072
TEL.26－3274
TEL.42－5858

山 内 福 祉 セ ン タ ー
大 雄 福 祉 セ ン タ ー
特別養護老人ホーム平寿苑

TEL.53－3009
TEL.52－3311
TEL.38－7011

特別養護老人ホーム雄水苑
特別養護老人ホーム憩寿園
横手市くらしの相談窓口

TEL.22－4561
TEL.42－2510
TEL.32－6101

■横手市社会福祉協議会本部 TEL.36－5377 （市外局番 0182）

横手市社協だより ●発行●横手市社会福祉協議会　〒013－0072 横手市卸町5番10号　TEL.36－5377　FAX.36－5388
E-mail honbu@yokote-shakyo.jp ホームページ http://www.yokote-shakyo.jp/

地域の輝く
　横手福寿会りんごの里福寿園では、今年の

４月から増田町老人憩いの家において、心身

の健康づくりや生きがいづくり等を目的に、

運動や仲間との団らん等を行う集いの場「つ

どいの和 りんりん」を毎週木曜日に開催し

ています。

　現在は、昨年度までミニデイサービスを利

用していた方が主に参加していますが、参加

者が友達などを誘い合うことで、少しずつ新

しい方も増えてきています。

　普段は、お茶を飲みながらの雑談や近くの

お店への買い物、憩いの家のお風呂に入った

りしていますが、健康体操や折り紙、脳トレ

ゲームなども行っています。時にはトランプ

や花札で皆さん大いに盛り上がっています。

また法人としてリハビリ専門職員や歯科衛生

士などを派遣し、参加者の健康づくりや介護

予防などにつながるよう努めています。

　「りんりん行くべ」と地域の方々が気軽に

立ち寄れる場になるよう、これからも地域の

居場所を支えていきたいと思います。

ふくし

作業療法士による脳トレ体操の様子
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この「横手市社協だより」は、社協会費を活用しています

“人材育成に取り組み
働きやすい事業所”と
して認証されました

父ちゃんの楽校と学童保育わんぱく交流会
～シジミの貝殻を使ったストラップづくり～
※みんなの活動ひろば（６P）に記事を掲載しています。

つどいの和 りんりん（輪輪）

ご自宅までお迎え8：00～

健康チェック9：30～

入浴タイム10：00～

昼食タイム12：00～

お昼寝の時間13：00～

歌・体操・運動
レクリエーション14：15～

口腔体操
（ご飯を美味しく食べて頂くためです。）11：30～

お茶の時間・水分補給15：30～

ご自宅までお送り16：45～

康寿館の１日の流れ


